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イノヴェーションが連続的に創出され、良好な雇用機会が十分に提供されることと、企業の活

力は深く結びついている。連合総研は、2007 年 5 月に「グローバル経済下の産業革新と雇用に

関する研究委員会」を設置し、日本企業のイノヴェーションの展開過程について、調査対象とし

て機械工業、鉄鋼業、化学工業、通信業、ソフト産業に属する企業を選定し、各企業の関係者に

インタビュー調査を行った。そして、研究技術開発のあり方、技術者の役割、技術者と現場技能

者の関係などに焦点を当てながら、これら企業における技術開発・製品開発および人材育成につ

いて調査・分析を行った。本書は、こうした 2 年半にわたる研究成果を最終報告書としてまと

めたものである。各章から共通して浮かび上がったことは、イノヴェーションが創出されている

企業において、組織内の人的交流や情報交換（職場連携モデル）が上手く機能していることであ

る。 
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